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江
戸
後
期
に
お
け
る
片
仮
名
書
き
ロ
シ
ア
語
の
表
記
法
を
め
ぐ
っ
て

岩
　
井
　
憲
　
幸

は
じ
め
に　
前
稿
で
は
篠
塚
廉
『
北
槎
異
聞
』（

注
巻
第
四
魯
西
亜
語
に
お
け
る
片
仮
名
書
き
ロ
シ
ア
語
の
表
記
法
に
つ
き
、
と
り
わ
け
後
に

い
う
引
呼
・
促
呼
・
合
呼
が
ど
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
て
い
る
か
を
具
体
的
に
探
っ
て
み
た

（
注

。
凡
例
を
も
た
な
い
ゆ
え
に
実
際
に
観
察
し
て

み
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　

引
呼
：
当
該
の
文
字
の
右
側
に
傍
線
を
引
く
。

　
　

促
呼
：
小
書
き
の
ツ
を
用
い
る
。

　
　

合
呼
：
当
該
二
文
字
を
合
書
し
て
示
す
。
第
一
字
は
右
寄
せ
小
字
、
第
二
字
は
左
寄
せ
小
字
を
抱
き
あ
わ
せ
て
一
字
に
書
い
て
示
す
。

『
北
槎
異
聞
』
成
立
直
後
の
桂
川
甫
周
『
北
槎
聞
略
』（

注（
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
八
月
）
で
は
、
表
記
法
に
つ
き
、
凡
例
を
有
し
、
か
つ

引
呼
・
促
呼
・
合
呼
の
用
語
も
用
い
て
、
次
の
よ
う
に
表
記
す
る
。

　
　

引
呼
：
棒
線
〈
―
〉
を
用
い
る
。

　
　

促
呼
：
字
下
に
横
点
〈
-

〉
を
付
す
。

明
治
大
学
教
養
論
集
　
通
巻
五
七
五
号
（
二
〇
二
三
・
一
二
）
三
七
―
五
七
頁
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合
呼
：�

当
該
二
文
字
を
合
書
し
て
示
す
。
た
だ
し
第
一
字
は
左
寄
せ
小
字
、
第
二
字
は
右
寄
せ
小
字
を
抱
き
あ
わ
せ
て
一
字
に
書
い

て
示
す
。

二
書
の
間
で
は
引
呼
・
促
呼
が
異
な
る
が
、
合
呼
は
合
書
す
る
と
い
う
方
式
で
一
致
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
方
式
が
ど
こ
に
由
来
す
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
ど
の
よ
う
な
先
例
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
北
槎
聞
略
』
と
『
和
蘭
訳
文
略
』　
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
方
式
は
蘭
通
詞
や
蘭
学
者
が
蘭
語
を
学
習
す
る
折
に
自
然
発
生
的

に
用
い
ら
れ
て
き
た
と
説
く
。
し
か
し
も
う
少
し
具
体
的
に
判
明
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
と
に
『
北
槎
異
聞
』
や
『
北
槎
聞
略
』
に
つ

な
が
る
事
例
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

他
書
に
拠
っ
た
が
、
引
呼
・
促
呼
・
合
呼
の
表
記
法
に
つ
き
、『
北
槎
聞
略
』
の
凡
例
は
、
前
野
良
沢
の
『
和
蘭
訳
文
略
』〈
題
例
〉
を

踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る

4
注

。
後
者
は
成
立
年
未
詳
で
あ
る
が
、
良
沢
の
初
期
の
著
作
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
　

引
呼
：
字
下
に
竪
点
〈
ー
〉
を
添
え
る
。

　
　

促
呼
：
字
の
下
傍
に
横
点
〈
-

〉
を
添
え
る
。

　
　

合
呼
：
二
字
を
合
書
す
る
。
第
一
字
は
左
寄
せ
小
字
、
第
二
字
は
ふ
つ
う
の
大
き
さ
の
文
字
で
示
す
。

さ
ら
に
引
呼
の
方
式
は
蘭
通
詞
に
例
が
あ
り
、
ま
た
促
呼
の
方
式
は
清
国
の
訳
家
に
例
が
あ
る
、
合
呼
の
方
式
は
良
沢
自
身
が
定
め
た

と
、
先
例
等
を
書
き
加
え
る
。
こ
れ
ら
は
重
要
な
注
記
と
考
え
る
。
さ
ら
に
そ
れ
よ
り
も
良
沢
が
表
記
の
方
式
を
凡
例
と
し
て
明
言
し
て

い
る
点
は
、
注
目
に
値
す
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
さ
に
甫
周
は
良
沢
に
随
っ
て
い
る
。

周
辺
の
資
料

（1）　

他
の
資
料
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
引
呼
・
促
呼
・
合
呼
の
表
記
法
を
焦
点
に
し
て
調
査
す
る
。
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（（）
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
前
野
良
沢
訳
編
『
輿
地
圖
編
小
解
』5

注

は
サ
ン
ソ
ン
の
世
界
新
地
図
帖
（N

icolas�Sanson,�A
tlas 

N
ouveau, �ca.�（ 69（

）
の
内
容
を
翻
訳
を
ま
じ
え
て
簡
潔
に
解
説
し
た
地
理
書
で
あ
る
。
本
書
に
凡
例
は
み
え
な
い
が
、
本
文
を
検
す
る

と
次
の
よ
う
な
例
が
で
て
く
る
。（
（　

）
内
は
訳
語
ま
た
は
説
明
。
）

　
　

タ
ブ
レ
ス　

ゼ
オ
ガ
ラ
ヒ
ク
ヱ
ス
（
地
名
ノ
譜
）

　
　

メ
ル　

メ
ヂ
テ
ッ
ラ
ネ
エ
（
地
中
海
）

合
呼
は
合
書
（
第
一
字
左
寄
せ
小
字
、
第
二
字
は
右
寄
せ
小
字
）、
促
呼
は
小
書
き
の
ツ
と
認
め
ら
れ
る
。
引
呼
は
長
音
符
〈
ー
〉
を
用

い
な
い
。
原
本
が
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
る
が
、
綴
り
を
ロ
ー
マ
字
風
に
読
ん
で
お
り
、
長
音
は
母
音
を
示
す
仮
名
を
重
ね
る
方
式
を
と
る
。

　
　

オ
オ
ス
ト
フ
リ
セ
（
地
名
）

　

（（）
森
島
中
良
の
付
箋
を
有
す
る
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
の
桂
川
甫
周
國
瑞
譯
大
槻
玄
澤
茂
質
校
『
新
製
地
毬
萬
國
圖
説
』6

注

の
凡
例
に

は
次
の
よ
う
に
あ
る
。（
句
点
の
み
加
え
る
。
）

　

＊�

本
書
は
幕
府
が
所
蔵
し
て
い
た
世
界
地
図
（Joan�Blaeu,�N

ova T
otius O

rbis T
abula,�（648

）
に
記
さ
れ
た
蘭
文
解
説
を
翻
訳

し
た
も
の
。
こ
の
図
は
新
井
白
石
が
シ
ド
ッ
チ
を
訊
問
し
た
際
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
で
も
有
名
。

　
　

一�　

直
譯
國
字
ヲ
以
テ
音
韻
協
諧
之
難
キ
者
ハ
別
ニ
方
式
ヲ
立
ツ
。
其
引
呼
ス
ル
者
ハ
字
下
ニ
竪
點
ヲ
加
フ
。「
ホ
ー
グ
」「
子
ー
デ

ル
」
ノ
如
キ
コ
レ
ナ
リ
。
其
促
呼
ス
ル
者
ハ
字
ノ
下
傍
ニ
横
点
ヲ
加
フ
。「
メ
ゝ
カ
」「
ア
ゝ
テ
ン
」
ノ
如
キ
コ
レ
ナ
リ
。
又
両
字

合
呼
ス
ル
者
ハ
則
チ
コ
レ
ヲ
合
書
ス
。
ウ
ヲ�

シ
ヨ
ノ
如
キ
是
ナ
リ
。
以
テ
二
音
ニ
讀
ム
者
ト
混
ゼ
ザ
ラ
シ
ム
。

こ
の
凡
例
は
『
和
蘭
訳
文
略
』
の
〈
題
例
〉
の
一
条
と
よ
く
似
て
い
る
。
い
わ
ん
と
す
る
所
は
同
じ
で
あ
る
。
良
沢
に
従
っ
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
横
点
は
畳
字
の
ご
と
き
形
の
〈
ゝ
〉
で
あ
る
こ
と
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
下
傍
に
付
す
横
点
と
い
う

点
で
、
同
じ
と
み
て
よ
い
。（
ゝ
は
-

の
変
形
か
。
）
な
お
片
仮
名
書
き
の
固
有
名
詞
に
は
「　

」
を
施
す
こ
と
が
、
引
用
の
条
の
前
条
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に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
『
和
蘭
訳
文
略
』〈
題
例
〉
中
に
明
言
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
次
に
引
用
す
る
森
島
中
良
の
『
紅
毛
雜

話
』
の
凡
例
に
ひ
き
つ
が
れ
て
い
る
。

　

（（）
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
序
刊
森
島
中
良
編
輯
『
紅
毛
雜
話
』7

注

の
凡
例
中
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。（
六
条
中
後
の
五
条
を
引
用
す

る
。
ル
ビ
は
一
部
い
か
し
た
。
）

　
　

〇�

此
書
中
平
仮
名
を
も
て
書
た
る
中
に
片
仮
名
も
て
書
た
る
ハ
紅
毛
語
な
り
。
猶
上
ミ
下
の
文
ン
に
混
せ
ざ
ら
ん
が
為
に
。「　

」
か

く
の
ご
と
き
点
を
懸
た
り
。

　
　

〇�

二
字
一
チ
音
の
仮
名
ハ
。
二
字
を
合が

つ

書し
よ

し
て
一
チ
字
の
ご
と
く
す
。「
ク
ワ
」「
チ
ヤ
」「
シ
ユ
」
な
ど
の
如
し
。
余
は
推
て
知
べ
し
。

　
　

〇�

引ひ
き

呼が
な

ハ
。「
ア
ー
」「
イ
ー
」「
ウ
ー
」
と
い
ふ
が
如
く
書
た
り
。

　
　

〇�

促つ
め

呼が
な

は
「
カ
ツ
」「
キ
ツ
」「
ク
ツ
」
と
い
ふ
が
如
く
。
ツ
の
小
字
を
添
た
り
。

　
　

〇�

揔
て
外
國
の
名
ハ
。
明
人
の
音
訳
し
た
る
文
字
を
用
ゆ
。
さ
だ
か
な
ら
ざ
る
も
の
ハ
。
片
仮
名
に
て
書
た
り
。

上
述
の
三
用
語
中
、
引
呼
・
促
呼
が
あ
ら
わ
れ
る
が
、
合
呼
の
用
語
は
な
く
〈
二
字
一
チ
音
〉
と
表
現
し
、
し
か
し
合
書
の
語
は
明
示
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
注
意
す
べ
き
は
、
合
書
の
第
一
字
が
左
寄
せ
小
字
で
第
二
字
は
ふ
つ
う
の
大
き
さ
に
し
て
、
し
か
も
一
字
の
ご
と
き

抱
き
あ
わ
せ
文
字
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
書
法
は
『
和
蘭
訳
文
略
』
で
み
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
巻
之
一
で
の
例
を
引
用
す
る
。

（
合
書
は
印
刷
の
都
合
上
、
ニ
ユ
の
よ
う
に
か
え
た
）。
参
考
の
た
め
に
現
代
オ
ラ
ン
ダ
語
を
付
す
。

　
　
「
ヤ
ニ
ユ
ワ
レ
ー
」�

�
januari

　
　
「
コ
テ
レ
ツ
ト
」�

�
kotelet

　

（4）
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
序
刊
『
類
聚
紅
毛
語
譯
』8

注

は
森
島
中
良
に
よ
る
分
類
別
日
蘭
語
彙
集
で
あ
る
。
そ
の
題
言
で
は
『
紅
毛
雜

話
』
で
示
さ
れ
た
片
仮
名
書
き
オ
ラ
ン
ダ
語
の
表
記
法
と
同
様
の
方
式
が
示
さ
れ
て
い
る
。（
後
半
は
追
加
。
）
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一�　

二
字
一
音
ノ
假
名
ハ
「
ク
ワ
」「
チ
ヤ
」
ノ
如
ク
合
書
シ
。
引ヒ

キ

呼ガ
ナ

ハ
「
ハ
ー
」「
マ
ー
」
ノ
如
ク
竪タ

テ

棒ボ
ウ

ヲ
書
シ
。
促ツ

メ

呼ガ
ナ

ハ
「
ハ
ツ
」

「
ヒ
ツ
」
ノ
如
ク
。
ツ
ヲ
小
書
ス
。
一
言
二
語
ノ
物
ハ
。
分
ツ
ニ
大
圏
ヲ
用
テ
シ
。
拾
ヒ
假
名
ニ
讀
ベ
キ
物
ハ
。「
ハ
◦
ウ
」「
カ

◦
ウ
」
ノ
如
ク
。
字
間
ニ
小
圏
ヲ
施
シ
テ
。
ホ
ヲ　

コ
ヲ
ノ
音
ト
混
ゼ
ザ
ラ
シ
メ
。
一
語
ノ
中
ニ
讀ヨ

ミ
キ
リア

ル
モ
ノ
ハ
。
梅
核
ヲ
點

ス
。
此
編
モ
ツ
ト
モ
遺
漏
多
シ
。
不
日
ニ
次
編
ヲ
追
刻
シ
テ
。
足
ザ
ル
ヲ
補
フ
可
シ
。

次
の
例
を
見
よ
。（
蘭
語
は
右
寄
せ
小
字
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
ふ
つ
う
の
大
き
さ
に
直
し
て
引
用
す
る
。
ウ
井
は
合
書
で
あ
る
。）

　
　

風�

ウ
井
ン
ド�

w
ind

　
　

天�

ヘ
ー
メ
ル�

hem
el

　
　

嵓イ
ワ�

ロ
ツ
ツ�

rots

　

刊
年
未
詳
熊
秀
英
著
『
蠻
語
箋
』9

注

は
『
類
聚
紅
毛
語
譯
』
の
改
題
本
で
あ
る
。
熊
秀
英
は
森
島
中
良
と
み
ら
れ
、
こ
の
書
は
同
一
版
本

を
用
い
、
上
記
題
言
も
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

（5）
中
良
筆
記
と
内
題
に
明
記
す
る
『
魯
西
亜
奇
語
』（1

注

一
冊
は
分
類
別
露
和
語
彙
集
で
あ
る
。『
北
槎
聞
略
』
巻
之
十
一
と
密
接
に
関
係

す
る
。
こ
れ
を
ひ
き
写
し
た
と
す
る
説
は
誤
り
と
考
え
る
が

（（
注

、
凡
例
を
有
さ
ず
、
し
た
が
っ
て
合
呼
・
促
呼
・
引
呼
の
表
記
に
つ
き
述

べ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
し
か
し
、
本
文
を
み
て
ゆ
く
と
『
類
聚
紅
毛
語
譯
』
と
同
様
の
表
記
表
を
と
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。（
た
だ

し
合
呼
の
表
記
に
つ
き
、
文
字
の
大
き
さ
に
は
ゆ
れ
が
あ
る
。
）
ロ
シ
ア
語
を
添
え
る
。

　
　

メ
ー
セ
ツ�

月�
мѣ́сяцъ

　
　

サ
ツ
ポ
ダ�

西�
зáпадъ

　
　

シ
イ
ウ
ヱ
ル�

北�
сѣ́веръ

　

森
島
中
良
の
『
紅
毛
雜
話
』『
類
聚
紅
毛
語
譯
』（『
蠻
語
箋
』）『
魯
西
亜
奇
語
』
で
は
引
呼
・
促
呼
・
合
呼
の
表
記
法
は
同
一
で
あ
る
。
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す
な
わ
ち
引
呼
は
棒
線
を
用
い
、
促
呼
は
ツ
の
小
書
き
で
あ
り
、
合
呼
は
第
一
字
は
左
寄
せ
小
字
に
第
二
字
は
ふ
つ
う
の
大
き
さ
の
仮
名

を
合
書
す
る
。『
北
槎
聞
略
』
で
は
合
呼
で
第
一
字
左
寄
せ
小
字
、
第
二
字
右
寄
せ
小
字
と
い
う
抱
き
あ
わ
せ
で
あ
る
が
、
合
書
す
る
と

い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。
引
呼
は
同
じ
、
促
呼
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
か
ら
み
て
く
る
と
、
引
呼
・
促
呼
・
合
呼
の
表
記
法
は
、
良
沢
の
『
和
蘭
訳
文
略
』〈
題
例
〉
に
示
す
方
式
に
そ
の
も
と
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
良
沢
―
―
甫
周
―
―
中
良
と
い
う
蘭
学
徒
で
の
継
承
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
よ
う
。

　

一
方
、『
北
槎
異
聞
』
の
引
呼
は
右
傍
に
棒
線
を
引
く
表
記
で
あ
る
こ
と
を
上
述
し
た
が
、
そ
の
前
例
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
以
上
の
資
料
で
は
、
合
呼
を
合
書
す
る
と
い
う
特
色
を
有
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
く
。（
こ
の
一
群
を
A
群
と
仮
称

す
る
。
）

周
辺
の
資
料

（2）　

さ
て
、
合
呼
を
合
書
す
る
の
で
は
な
く
、
傍
線
を
用
い
て
表
記
す
る
別
の
一
群
の
資
料
が
存
在
す
る
（
B
群
と
す
る
）。

以
下
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
資
料
も
扱
う
こ
と
か
ら
、
記
述
が
周
辺
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
る
の
で
、
了
解
さ
れ
た
い
。

　

（（）
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
九
月
、
ロ
シ
ア
使
節
ラ
ク
ス
マ
ン
が
ネ
モ
ロ
に
来
航
し
た
当
初
、
こ
の
地
で
漂
流
民
や
ロ
シ
ア
人
と
直
接

接
触
し
た
折
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
語
彙
集
が
あ
る
。
田
辺
安
蔵
編
『
魯
西
亜
語
類
』（1

注

で
あ
る
。
天
理
図
書
館
所
蔵
の
同
書
は
松

平
定
信
へ
の
浄
書
本
と
判
ぜ
ら
れ
る
が
（
以
下
で
は
天
理
本
）、
そ
の
稿
本
は
少
な
く
と
も
田
辺
ら
が
ネ
モ
ロ
に
赴
い
た
同
年
十
一
月
か

ら
退
去
し
た
翌
年
二
月
の
間
に
成
立
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。『
魯
西
亜
語
類
』
は
現
在
、
異
名
同
本
が
二
本
存
す
る
。

古
河
歴
史
博
物
館
所
蔵
『
魯
西
亜
言
語
集
』（1

注

（
以
下
で
は
泉
石
本
）
と
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
幸
太
夫　

魯
西
亜
語
覺
書
』（1

注

（
以
下
で

は
早
大
本
）
で
あ
る
。
稿
本
と
の
関
係
か
ら
は
前
者
が
興
味
を
ひ
く
。
泉
石
本
は
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
鷹
見
泉
石
が
ど
こ
か
ら
か
借

り
出
し
て
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
特
異
な
の
は
、
通
常
の
和
本
と
こ
と
な
り
巻
末
か
ら
巻
首
に
む
か
っ
て
記
事
が
書
か
れ
て
い
る
こ
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と
、
さ
ら
に
巻
首
（
こ
の
書
に
す
れ
ば
巻
末
に
な
る
か
）
に
五
行
の
ロ
シ
ア
文
字
に
よ
る
扉
が
写
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る

（1
注

。
扉
が
意
味
す

る
所
は
〈
田
辺
安
蔵
よ
り
借
り
て
写
し
た
オ

（
マ
マ
（ロ

シ
ヤ　

ゴ
ー
ル
ト　

最
上
徳
内　

寛
政
五
丑
歳
〉
で
あ
る
。
な
お
、
泉
石
の
筆
写
態
度
は

精
密
を
き
わ
め
る
も
の
で
、
他
の
資
料
が
こ
れ
を
証
す
る
が

（1
注

、
し
た
が
っ
て
上
記
二
点
に
つ
い
て
も
体
裁
の
変
更
や
私
意
の
働
き
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
泉
石
は
借
り
た
本
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
写
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
借
り
た
本
の
元
の
本
は
徳
内
所
持
本
で
あ
っ
た

可
能
性
が
で
て
く
る
。
そ
れ
よ
り
も
こ
の
本
の
さ
ら
に
元
の
本
が
田
辺
安
蔵
の
編
著
で
あ
り
、
ど
う
や
ら
稿
本
の
も
と
の
体
裁
を
保
持
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
量
さ
れ
る
。
早
大
本
は
そ
の
点
む
し
ろ
天
理
本
と
同
じ
体
裁
で
あ
る
。（
な
お
早
大
本
を
光
太
夫
自
筆
と

す
る
向
き
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
）

　

以
下
要
点
の
み
に
し
ぼ
っ
て
記
述
す
る
。
こ
れ
ら
三
本
の
本
体
は
和
露
語
彙
集
で
あ
る
。
三
本
と
も
に
凡
例
を
も
た
な
い
。『
北
槎
聞

略
』
で
引
呼
・
促
呼
・
合
呼
の
表
記
を
有
す
る
例
に
つ
き
、
今
天
理
本
の
対
応
を
ラ
ン
ダ
ム
に
み
て
み
る
。（　

）
内
は
各
々
示
さ
れ
た

和
語
で
あ
る
。（
ル
ビ
は
省
く
。
）

　
　
　
『
北
槎
聞
略
』�
　

天
理
本

　
　

メ
ー
セ
ツ
（
月
）�
メ
ー
セ
ツ
（
月
）�

мѣ́сяцъ

　
　

タ-�

コ
（
只
）�
タ
ツ
コ
（
只
）�

тόлько

　
　
チ
ヤ
イ
（
茶
）�

チ
ヤ
イ
（
茶
）�

чáй

天
理
本
で
は
引
呼
で
は
長
音
符
を
用
い
、
促
呼
に
小
書
き
の
ツ
を
用
い
ず
ふ
つ
う
の
大
き
さ
に
書
き
、
合
呼
で
は
ふ
つ
う
の
大
き
さ
の
当

該
二
文
字
の
左
に
一
重
の
傍
線
を
付
す
。
注
意
す
べ
き
は
促
呼
も
合
書
に
含
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
ウ
ヲ
コ-�

チ
（
肘
）�

ウ
ヲ�

コ
ツ�

チ
ヱ
（
肘
）�

лό коть

以
上
の
表
記
法
が
『
魯
西
亜
語
類
』
で
の
通
則
だ
っ
た
と
考
え
う
る
。
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な
お
、
早
大
本
は
天
理
本
と
同
様
と
み
な
し
う
る
。
た
だ
し
、
合
呼
を
示
す
左
の
傍
線
が
天
理
本
に
比
し
て
失
な
わ
れ
て
い
る
場
合
が

少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
泉
石
本
で
は
、
合
呼
を
示
す
傍
線
は
右
側
に
付
さ
れ
る
。（
前
述
の
よ
う
に
本
文
は
紙
面
の
右
か
ら
左
に
記
さ

れ
て
い
る
点
は
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
）
さ
ら
に
こ
の
傍
線
が
付
さ
れ
る
割
合
が
極
端
に
少
な
い
。
こ
れ
も
徳
内
所
持

本
が
そ
う
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。（
徳
内
が
筆
写
し
た
元
の
書
が
そ
う
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
徳
内
が
落
と
し
て
筆
写
し
た
か
は
不

明
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。
）
上
例
と
同
箇
所
を
例
示
す
る
。

　
　
　

早
大
本�

　

泉
石
本

　
　

メ
ー
セ
ツ
（
月
）�

メ
ー
セ
ツ
（
月
）

　
　

タ
ツ
コ
（
只
）�

タ
ツ
コ
（
只
）

　
　

チ
ヤ
イ
（
茶
）�

チ
ヤ
イ
（
茶
）

　
　

ウ
ヨ�

コ
ツ�

チ
ヱ
（
付ヒ

ゲ

）�

［
原
本
半
丁
分
筆
写
せ
ず
、
な
し
］

　
　
　

＊
早
大
本
ウ
ヨ
は
ウ
ヲ
の
誤
写
。
付ヒ

ゲ

は
肘
の
誤
写
。

念
の
た
め
、
促
呼
を
合
書
に
含
め
る
表
記
法
は
泉
石
本
で
も
同
様
と
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
傍
線
を
付
す
こ
と
が
泉
石
本
で
は
少
な
い
た

め
、
例
が
き
わ
め
て
少
な
い
が
、
次
例
が
あ
る
。

　
　
　

天
理
本�

　

泉
石
本

　
　

ゼ
ミ
ロ
コ
ツ
ハ
ツ
ト
（
土
杯
堀
）�

ヒ
ミ
ロ
ユ
ツ�
ハ
ツ
ト
（
堀
）�

зéмлю
 копá ть/копá етъ

　
　
　

＊
泉
石
本
ヒ
は
ゼ
、
ユ
は
コ
の
誤
写
。

　

天
理
本
に
は
サ。�

セ。
の
特
別
な
文
字
が
あ
る
。
レ。�

ヤ。
な
ど
も
現
わ
れ
る
が
誤
り
で
あ
る
。

　
　

リ
ン
サ。
（
狐
）�

�
лиси́ца
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ス
セ。
ク
ノ
（
股
）�

�
стегнό

と
も
に
日
本
人
に
は
耳
な
れ
な
い
ца
と
че
を
ふ
つ
う
サ。
と
セ。
で
表
わ
す
こ
と
が
あ
る
が
、
天
理
本
で
は
セ。
で
、
те
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

　

＊�
上
例
は
早
大
本
で
〈
リ
シ
イ
ツ
ア
・
ス
ゼ
ク
ノ
〉、
泉
石
本
で
〈
リ
ン
サ
・
ス
セ。
ク
ノ
〉
と
あ
る
。
第
一
の
例
の
異
な
り
は
、
稿
本

の
存
在
も
う
か
が
わ
し
め
る
。
泉
石
本
で
は
サ。
・
シ。
・
セ。
・
ツ。
・
ロ。
の
文
字
が
現
わ
れ
る
が
、
セ。
以
外
は
誤
写
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
早
大
本
で
は
セ。
・
ス。
・
ソ。
・
テ。
な
ど
が
散
見
す
る
が
、
セ。
以
外
は
誤
写
で
生
じ
た
文
字
で
あ
る
。

　

次
に
内
閣
文
庫
所
蔵
の
二
本
を
と
り
あ
げ
る
。
凡
例
末
に
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
と
記
す
源
有
撰
『
魯
西
亜
文
字
集
』
お
よ
び
成
立

年
・
編
者
未
詳
の
『
魯
西
亜
辨
語
』
で
あ
る
。
こ
の
二
本
は
同
じ
表
装
で
、
か
つ
一
緒
に
伝
存
す
る
こ
と
か
ら
、
成
立
等
に
密
接
に
関
係

を
も
つ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
光
太
夫
ら
が
も
た
ら
し
た
ロ
シ
ア
語
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
便
宜
上
、
後

者
か
ら
述
べ
る
。

　

（（）
『
魯
西
亜
辨
語
』（1

注

は
表
・
裏
二
冊
か
ら
な
り
、
表
は
主
に
露
和
、
裏
は
和
露
の
語
彙
集
で
あ
る
。
凡
例
は
と
も
に
な
く
、
と
も
に
ロ

シ
ア
語
は
片
仮
名
で
表
記
さ
れ
る
。『
魯
西
亜
語
類
』
の
は
じ
め
に
引
用
し
た
〈
メ
ー
セ
ツ
・
タ
ツ
コ
・
チ
ヤ
イ
・
ウ
ヲ�

コ
ツ�

チ
ヱ
〉

の
四
語
の
う
ち
、
第
三
の
語
の
み
次
の
よ
う
な
対
応
を
示
す
。

　
　

チ
ヤ
―
イ
（
茶
）

よ
っ
て
こ
こ
か
ら
引
呼
は
棒
線
を
用
い
、
合
呼
は
二
文
字
の
右
に
傍
線
を
引
く
方
式
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
他
を
検
す
る
と
促
呼
は
小

書
き
の
ツ
を
用
い
る
。

　
　

ト
ッ
ペ
リ
ヤ
（
今
唯
今
之
儀
）�

�
тепéря

　
　
　

＊тепéря

は� тепéрь

の
意
。

二
語
に
分
か
れ
る
場
合
は
、
中
央
に
圏
点
を
付
す
。
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チ
ン
・
ポ
ロ
ウ
ッ
チ
ー
（
立
身
出
世
の
事
）�

�
чинъ получи́лъ

次
の
よ
う
な
珍
ら
し
い
合
書
が
み
ら
れ
る
。

　
　

フ
ツ
ル
ト
（
火ほ

口く
ち

）�
�

тру́тъ

　
　

ポ
ツ
ソ
ロ
イ
（
口
ヲ
吸
［
以
下
略
］）�

�
поцѣлу́й

前
者
は тру́-
が
フ
ツ
ル
、
後
者
は -цѣ-

が
ツ
ソ
で
表
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
他
書
に
例
が
な
い
。ца

の
音
を
示
す
場
合
ツ

サ
が
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
の
合
書
は
他
書
に
も
頻
繁
に
現
わ
れ
る
。

　

特
殊
な
文
字
は
セ。
が
現
わ
れ
る
が
、
こ
れ
も
他
書
に
み
ら
れ
る
。
し
か
し
次
の
例
に
み
ら
れ
る
小
書
き
の
ヘ
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
他
書
で
は
未
見
で
あ
る
。（
読
み
は
省
略
）

　
　

ウ
エ
ヘ
テ
ラ
（
嵐
）�

�
вѣ́теръ

　
　

コ
ヘ
サ
ツ
（
鮫
）�

�
коса́тка

　
　

デ
ヘ
ヒ
デ
（
一
帖
紙
の
）�

�
де́сть

　
　

ヲ
ッ
ツ
セ
リ
ナ
ザ
ヘ
テ
（
是
よ
り
帰
る
）�

�
отсе́ль наза́дъ

　
　

ゴ
ロ
ン
ニ
ヘ
チ
（
町
奉
行
）�

�
городни́чiй

こ
の
う
ち
後
二
者
は
次
の
よ
う
な
表
記
も
本
書
中
に
認
め
ら
れ
る
。

　
　

ナ
ザ
―
テ
（
返
ス
）
／
ナ
ザ
ア
デ
（
戻
）�

�
наза́дъ

　
　

ゴ
ロ
ン
ニ
イ
チ
（
奉
行
）

し
た
が
っ
て
ヘ
の
小
書
き
は
引
呼
を
示
す
記
号
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ロ
シ
ア
語
か
ら
も
こ
の
こ
と
は
支
持
さ
れ
、
第
一
・
第
三
の
例
は

引
呼
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
第
二
の
例
は
、
同
じ
表
記
が
他
に
も
み
ら
れ
、
矛
盾
す
る
が
、
理
由
は
不
明
と
す
る
し
か
な
い
。
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以
上
ま
と
め
る
と
、『
魯
西
亜
辨
語
』
で
は
引
呼
は
〈
―
〉
を
用
い
、
促
呼
は
ツ
の
小
書
き
で
示
す
。
合
呼
は
二
字
の
右
側
に
傍
線
を

引
く
。
ヘ
の
小
書
き
が
現
わ
れ
る
が
、
引
呼
を
示
す
か
。
由
来
は
不
明
で
あ
る
。

　

（（）
源
有
撰
『
魯
西
亜
文
字
集
』（1

注

は
凡
例
末
に
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
と
記
す
。
内
容
は
次
の
よ
う
に
種
々
に
わ
た
る
。
巻
末
よ
り
巻

首
に
左
か
ら
右
へ
と
書
か
れ
る
。（
泉
石
本
の
例
あ
り
。
）

　
　

�

（（）
魯
齊
亜
圀
ア
ズ
ブ
キ
字
體　

（（）
蠻
語
五
音　

（（）
子
メ
ソ

（
マ
マ
（國

之
文
字　

（4）
（
ロ
シ
ア
文
字
に
よ
る
）
以
呂
波
・
五
十
音
・
濁
音
脣
音　

（5）
魯
西
亜
分
國
五
十
二
夷　

（6）
四
大
洲
蠻
語　

（7）
光
太
夫
彼
國
ニ
漂
流
ノ
内
之
懇
意
高
名
之
者
姓
名
官
名
地
名　

（8）
イ
ル
コ
ウ
ツ
カ

寺
舘
之
名　

（9）
僧
都
坊
官
ノ
大
概　

（（0）
魯
西
亜
金
銀
銅
錢
之
圖　

（（（）
七
　

（（（）
黄
道
十
二
宮

ロ
シ
ア
文
字
・
綴
り
は
多
く
が
片
仮
名
で
読
み
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け

（7）
そ
し
て

（6）
で
は
原
語
の
綴
り
の
上
に
読
み
が
付
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
問
題
と
す
る
表
記
に
つ
き
、
凡
例
に
は
語
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
実
地
に
検
す
る
と
、
引
呼
は
〈
―
〉
を
用
い
、

促
呼
は
ツ
の
小
書
き
で
表
わ
し
、
合
呼
は
当
該
二
文
字
の
右
側
に
一
重
の
傍
線
を
施
す
。
左
側
に
傍
線
を
施
す
例
が
ご
く
少
数
み
ら
れ

る
。
示
さ
れ
た
ロ
シ
ア
語
・
示
さ
れ
た
読
み
・
説
明
の
順
に
例
示
す
る
。
読
み
は
左
か
ら
右
に
書
か
れ
て
い
る
。（
ロ
シ
ア
語
ア
ク
セ
ン

ト
の
み
筆
者
。
）

　
　

Кохъ�
コ
―
ハ�

姓

　
　

Купе́цъ�

ク
ッ
ペ
―
ツ�

商
人

　
　

П
а́велъ�

パ
ウ
ヱ
ロ�

諱

地
名
・
人
名
の
場
合
は
、
合
呼
の
〈
―
〉
の
使
用
は
少
な
い
。
ц
を
含
む
綴
り
を
ツ
ソ
と
す
る
の
は
『
魯
西
亜
辨
語
』
と
共
通
す
る
。

　
　

В
оронцо́въ�

ウ
ヲ
ロ
ツ
ソ
フ�

姓
名

他
に
フ
ア
（фа

）・
ク
ワ
（ква

）・
ド
ロ
（дръ

）・
デ
レ
（дре

）
な
ど
の
合
字
が
み
ら
れ
る
。
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（4）
鈴
鹿
市
所
蔵
『
魯
西
亜
詞
記
』（1

注

は
〈
魯
西
亜
国
通
辞
〉
と
題
す
る
和
魯
小
語
彙
集
を
主
と
す
る
小
本
で
あ
る
が
、
磯
吉
に
関
わ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
磯
吉
は
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
十
二
月
十
八
日
か
ら
翌
年
一
月
十
七
日
ま
で
許
さ
れ
て
帰
郷
が
か
な
っ
た
。
そ

の
折
に
作
成
あ
る
い
は
筆
写
さ
れ
た
も
の
か
。
本
文
を
検
す
る
と
、
引
呼
に
〈
―
〉
を
用
い
る
が
、
例
が
少
な
い
。
促
呼
は
小
書
き
の
ツ

を
用
い
な
い
。
合
呼
は
当
該
二
字
の
右
に
一
重
の
傍
線
を
施
す
が
、
落
ち
て
い
る
場
合
が
割
合
多
い
。

　
　

ウ
―
タ
ラ�

（
今
朝
）�

у́тро

　
　

シ
タ
ラ
ツ
ハ
イ�

（
料
理
場
）�

стря́пай

　
　
　

＊стря́пай
はстря́пать

（
料
理
す
る
）
の
命
令
形
二
人
称
単
数
。

　
　

シ
イ
ウ
ヱ
リ�

（
北
）�

сѣ́веръ

　

（5）
こ
こ
で
長
崎
通
詞
に
か
か
わ
る
資
料
の
ひ
と
つ
を
と
り
あ
げ
る
。
志
筑
忠
雄
（
中
野
柳
圃
）
訳
・
ケ
ン
ペ
ル
（Engelbert�

K
aem

pfer

）
著
『
鎻
國
論
』
で
あ
る
。
本
書
は
ケ
ン
ペ
ル
の
『
日
本
史
』（T

he H
istory of Japan,�（7（7

）
の
蘭
訳
本
（D

e 

Beschryving van Japan

）
附
録
中O

rderzoek

を
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
が
鎖
国
す
る
こ
と
の

可
否
を
論
ず
る
。

　

訳
例
末
に
〈
作
噩
之
歳
鳫
来
月
既
生
魄
〉
す
な
わ
ち
〈
享
和
元
年
辛
酉
八
月
十
七
日
〉
の
年
紀
を
有
す
る
写
本
の
影
印
本

11
注

に
よ
っ
て
、

以
下
記
述
す
る
。〈
譯
例
〉
中
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。（
句
点
の
み
付
す
。
）

　
　

一�　

彼
方
の
字
は
音
の
み
あ
り
て
義
な
し
。
我
等
が
國
字
の
こ
と
し
。
故
に
我
國
の
人
名
地
名
等
皆
其
音
を
以
て
記
せ
り
。
今
是
書

中
地
名
人
名
の
類
を
記
す
る
に
或
ハ
本
字
を
以
し
或
ハ
國
字
を
以
す
る
。［
以
下
略
］

　
　

一�　

常
の
文
は
平ヒ

ラ

假カ

名ナ

を
用
ゐ
蘭
語
蘭
音
は
片カ

タ

假カ

名ナ

を
用
う
。
前
後
と
紛
乱
せ
ざ
ら
ん
が
為
な
り
。

か
く
あ
る
の
み
で
、
問
題
と
す
る
表
記
に
か
か
わ
る
条
文
は
存
在
し
な
い
。
本
文
に
即
し
て
結
果
の
み
を
記
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
す
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な
わ
ち
引
呼
は
長
音
符
〈
ー
〉
で
、
合
呼
は
当
該
二
文
字
の
左
側
に
傍
線
を
施
す
こ
と
で
表
示
す
る
。
促
呼
は
ふ
つ
う
の
大
き
さ
の
ツ
を

用
い
、
小
書
き
の
ツ
あ
る
い
は
こ
れ
に
代
替
す
る
記
号
は
見
あ
た
ら
ず
、
無
し
と
み
ら
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
前
二
者
は
す
べ
て
統

一
的
に
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。（
例
末
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
付
す
。
）

　
　

ビ
ー
ル�

�
bier

　
　

マ
ル
キ
ユ
ス
ポ
ー
リ
ユ
ス�

�
M

arcus Paulus

　
　

ヤ
ツ
パ
ン�
�

Japan

特
殊
な
片
仮
名
と
し
て
カ。
キ。
ク。
ケ。
と
ラ。
ル。
レ。
が
現
わ
れ
る
。

　
　

ノ
ア
ク。�

�
N

oach

　
　

ヒ
ル。
キ。
リ
ユ
ス�

�
Vergilius

　
　
　

＊�

前
者
の
注
に
校
注
者
は
〈「
ク
」
に
半
濁
点
は
、ch

の
い
わ
ゆ
る
無
声
軟
口
蓋
摩
擦
音
を
示
す
〉
と
し
、
後
者
に
つ
い
て
は

〈
片
仮
名
で
L
と
R
を
区
別
す
る
た
め
の
工
夫
〉
と
す
る
。

前
者
の
ク。
は

〔x〕
、
後
者
キ。
の
子
音
は

〔ɣ〕
で
あ
る
。
後
者
の
ル。
の
子
音
は

〔r〕
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
語
に
特
有
な
音
、
日
本
人
が
混
乱
し
や

す
い

〔r〕
と

〔l〕
の
明
瞭
な
区
別
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
『
鎻
國
論
』
に
お
い
て
は
、
合
呼
が
左
傍
線
で
示
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
こ
の
方
式
は
『
魯
西
亜
語
類
』
の
そ
れ
と
同
じ

で
あ
る
。
こ
の
方
式
が
長
崎
通
詞
た
ち
に
あ
っ
て
は
、
ひ
と
つ
の
方
式
と
し
て
確
立
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
し
め
る
。
左
側
に

傍
線
を
施
す
の
は
、
漢
文
の
解
読
等
に
用
い
ら
れ
る
右
側
の
傍
線
と
区
別
す
る
た
め
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
た
と
え
ば
語
彙

集
等
も
っ
ぱ
ら
ロ
シ
ア
語
を
扱
う
本
文
で
あ
れ
ば
、
混
同
の
恐
れ
も
な
く
、
書
き
や
す
さ
も
手
伝
っ
て
、
右
傍
線
と
変
じ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
仮
説
で
あ
る
。
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以
上
の
一
群
の
資
料
で
は
、
合
呼
を
当
該
二
文
字
に
傍
線
を
付
す
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。
傍
線
は
は
じ
め
左
に
、
の
ち
右
に
施
し

た
。
合
呼
は
ツ
を
小
書
き
す
る
も
の
と
、
し
な
い
も
の
が
あ
る
。
引
呼
は
長
音
符
〈
ー
〉
を
用
い
る
。
た
だ
し
一
資
料
で
、
ヘ
の
小
書
き

に
よ
っ
て
示
す
と
推
量
さ
れ
る
例
が
若
干
存
す
る
が
、
そ
の
正
確
な
形
と
由
来
は
不
明
で
あ
る
。

新
し
い
展
開　
さ
い
ご
に
従
来
と
は
異
な
る
新
し
い
展
開
を
み
せ
る
資
料
に
つ
い
て
触
れ
る
。

　

光
太
夫
ら
の
ロ
シ
ア
語
と
は
直
接
か
か
わ
ら
な
い
が
、
村
上
貞
助
に
関
係
す
る
旧
市
立
函
館
図
書
館
所
蔵
『

松
前

幽
囚

ゴ
ロ
ウ
ニ
ン
口
述
露
語

控
』1（

注

に
言
及
す
る
。
巻
末
近
く
に
〈
年
号
本
邦
文
化
十
癸

酉
年
魯
西
亜
千
八
百
十
三
年
〉
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
成
立
を
文
化
十
年

（
一
八
一
三
）
と
し
て
お
く
。
本
書
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
が
、
こ
こ
で
は
問
題
と
す
る
表
記
方
式
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
本

書
は
主
た
る
部
分
は
和
魯
語
彙
集
で
あ
り
、
別
掲
す
る
海
事
用
語
を
含
め
て
五
五
〇
ほ
ど
の
ロ
シ
ア
語
が
片
仮
名
書
き
で
示
さ
れ
て
い

る
。
日
本
語
頭
字
の
み
に
よ
る
イ
ロ
ハ
順
に
見
出
し
語
が
配
列
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
を
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
引
呼
・
促
呼
・
合
呼
の
方
式
で
眺
め
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
引
呼
の
長
音
符
〈
ー
〉
が
用
い
ら

れ
る
こ
と
は
数
例
し
か
な
い
。

　
　

針
の
事�
ヱ
ゴ
ー
カ�

игόлка

促
呼
を
あ
ら
わ
す
小
字
の
ツ
の
使
用
も
少
数
で
あ
る
。

　
　

や
わ
ら
か�

ミ
ヤ
ッ
コ
イ�

мя́гкiй

右
傍
線
で
示
さ
れ
る
合
呼
は
多
数
み
ら
れ
る
。

　
　

星�

ズ
ウ
ヱ
ズ
ダ�

звѣзда́

し
か
し
な
が
ら
右
傍
線
の
付
さ
れ
た
例
を
仔
細
に
み
て
ゆ
く
と
、
従
来
の
合
呼
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
従
来
の
引
呼
や
促



51 江戸後期における片仮名書きロシア語の表記法をめぐって

呼
を
も
右
傍
線
の
表
示
中
に
含
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

砂�

ベ
ソ
ヲ
カ�

песо́къ

　
　

旗
の
事�

フ
ラ
ァ
カ�

фла́гъ

　
　

口
論�

バ
ラ
ニ
ッ�

ツ
ア�

брани́ться

　

本
書
の
冒
頭
に
次
の
よ
う
な
前
置
き
が
あ
る
。（
句
点
の
み
付
す
。
）

　
　

�

此
書
も
の
を
御

之
御
方
は
仮
名
の
肩
に　

○　

―　
　

右
丸
棒
濁
三
つ
有
之
候
処
は
得
与
御
氣
附
可
被
成
候
。
左
様
無
之
候
而

は
一
向
に
相
分
り
不
申
候
。

仮
名
の
肩
に
付
し
た
。
―　

の
三
つ
の
記
号
は
重
要
で
、
こ
れ
ら
が
付
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
音
で
発
音
し
な
け
れ
ば
、
全
く
ロ
シ

ア
語
が
通
じ
な
い
の
意
で
あ
ろ
う

11
注

。（
事
実
三
つ
の
符
号
は
目
立
つ
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
）
こ
こ
に
ロ
シ
ア
語
の
表
記
に
対
す
る
従

来
の
態
度
が
一
新
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
は
耳
慣
れ
ぬ
聞
い
た
ロ
シ
ア
語
を
い
か
に
近
似
的
に
表
記
す
る
か
と
い
う
い
わ

ば
受
動
的
な
姿
勢
に
終
始
し
て
い
た
わ
け
だ
が
、
こ
こ
に
至
っ
て
ロ
シ
ア
語
を
ど
う
発
音
す
る
か
を
指
示
す
る
能
動
的
な
姿
勢
に
転
じ
て

い
る
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
実
際
に
ロ
シ
ア
人
を
相
手
に
話
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
環
境
の
一
大
変
化
に
連
動
し
て
い
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い

11
注

。

　

本
書
に
は
キ。　

セ。　

ト。
の
仮
名
が
み
ら
れ
る
。
キ。
は
次
の
一
例
の
み
。
キ。
は
清
音
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

そ
ふ
さ�

カ
キ。
ジ
ヤ�

кáкъ ж
е

セ。
は
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
り
、
те
や
че
の
表
記
に
も
用
い
ら
れ
る
。

　
　

硝
子�

ス
セ。
ク
ロ�

стеклό

　
　

人�

セ。
ロ
ウ
ヱ
ガ�

человѣкъ
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従
来
の
よ
う
に
ц
を
含
む
音
に
あ
て
ら
れ
る
例
も
あ
る
が
、
単
に
ツ
で
表
記
す
る
方
が
多
い
。

　
　

寺�

セ。
ル
コ
ヒ�

це́рковь
　
　

日�

ソ
ン
ツ
ア�

со́лнце

ト。
も
一
例
の
み
。
一
度
ド
と
し
た
も
の
に
◦
を
上
書
き
し
て
ト。
と
し
て
い
る
ゆ
え
、
清
音
を
表
わ
す
も
の
と
考
え
る
。

　
　

壹�

ト。
ヲ
ス�

ту́зъ

　
　
　

＊тузъ
は
骰
子
や
ト
ラ
ン
プ
の
（（
ピ
ン
）。

さ
ら
に
次
の
よ
う
な
例
に
注
意
さ
れ
た
い
。

　
　

ク
シ
ヤ
ミ�

チ
ハウ

グ

ヨ�
чиха́ю

　
　

砂
糖�

サ
ハウ

ク

ラ�
са́харъ

　
　

剃
刀�

ベ
レ
トノ

ム

ハ�
бри́тва

前
二
者
右
傍
注
は
こ
の
ハ
の
音
が
軟
硬
蓋
摩
擦
音

〔x〕
で
あ
る
こ
と
を
指
示
す
る
（
全
（
例
）。
後
者
の
右
傍
注
は
〈
呑
み
込
む
よ
う
に
発

音
せ
よ
〉
す
な
わ
ち
内
破
音
の
閉
音
節
で
あ
る
こ
と
を
指
示
す
る
（
全
（
例
）。
と
も
に
日
本
人
に
は
不
得
手
の
音
で
あ
る
。
少
数
で
は

あ
る
が
、
か
か
る
仮
名
の
右
傍
注
は
、
前
述
の
前
置
き
と
軌
を
一
に
す
る
能
動
性
の
発
揮
と
み
て
よ
い
。
本
書
で
は
従
来
の
表
記
法
も
ふ

ま
え
た
上
で
、
さ
ら
に
日
本
人
が
実
際
に
ロ
シ
ア
語
を
発
音
す
る
と
い
う
目
的
に
そ
っ
て
、
符
号
や
注
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
了
解

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
受
動
か
ら
能
動
へ
の
展
開
と
評
し
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

お
わ
り
に　
本
稿
で
は
、『
北
槎
異
聞
』
で
と
く
に
引
呼
・
促
呼
・
合
呼
に
関
し
、
用
い
ら
れ
た
表
記
の
方
式
に
は
ど
の
よ
う
な
先
例
が

あ
り
、
ま
た
後
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
か
を
、
前
後
す
る
い
く
つ
か
の
資
料
に
沿
っ
て
検
討
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
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合
呼
の
表
記
で
当
該
二
つ
の
仮
名
を
合
書
す
る
グ
ル
ー
プ
（
A
群
）
と
、
当
該
二
つ
の
仮
名
に
傍
線
を
施
す
グ
ル
ー
プ
（
B
群
）
の
二
群

に
分
か
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
引
呼
・
促
呼
は
A
・
B
に
共
通
す
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、

（（）
『
北
槎
異
聞
』
で
は
引
呼
は
当

該
の
仮
名
に
傍
線
を
付
す
こ
と
、

（（）
『
北
槎
聞
略
』
と
『
新
製
地
毬
萬
國
圖
説
』
で
は
促
呼
は
字
下
に
右
寄
せ
の
横
点
を
施
す
、
た
だ
し

前
者
は
〈
－
〉、
後
者
は
〈
ゝ
〉
の
形
で
あ
る
。（
こ
の
二
書
は
桂
川
甫
周
の
作
で
あ
る
。
）

（（）
さ
ら
に
『
魯
西
亜
辨
語
』
で
は
、
引
呼
の

表
記
と
推
定
さ
れ
る
〈
ヘ
〉（
右
寄
せ
小
書
）
を
付
す
る
例
が
若
干
存
す
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち

（（）
と

（（）
は
そ
の
由
来
、
先
例
が
つ
き
と
め

ら
れ
な
か
っ
た
。

　

本
稿
で
と
り
あ
げ
た
種
々
の
引
呼
・
促
呼
・
合
呼
の
表
記
方
式
は
、
第
一
に
は
前
野
良
沢
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
も
と
も
と
長
崎

通
詞
で
の
伝
統
に
従
う
と
こ
ろ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
筆
者
に
は
横
点
の
〈
－
〉
が
清
の
訳
家
に
、〈
―
〉
が
長
崎
通
詞
に
先
例
を
有
す

る
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
は
か
け
が
え
の
な
い
収
穫
で
あ
っ
た
。

　

A
・
B
二
群
に
つ
き
表
に
ま
と
め
る
と
、
そ
の
大
概
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
年
代
順
に
示
す
。

　
　

＊�

○
は
片
仮
名
一
文
字
、
⃝
は
同
小
書
一
文
字
。
囲
み
の
四
角
形
は
中
の
文
字
が
合
書
で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
表
わ
す
。
小
書
き

は
左
寄
せ
か
右
寄
せ
か
、
傍
線
は
左
側
か
右
側
か
に
留
意
せ
よ
。
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A
群

？和
蘭
訳
文
略

一
七
八
二

輿
地
圖
編
小
解

一
七
八
六

新
製
地
毬
萬
國
圖
説

一
七
八
七

紅
毛
雜
話

一
七
九
三

北
槎
異
聞

引
呼

○
ー

（
ー
用
イ
ズ
）

○
ー

○
ー

○

促
呼

○
－

○
ツ

○
ゝ

○
ツ

○
ツ

合
呼

□⃝⃝

□⃝⃝

□⃝⃝

□⃝⃝

□⃝⃝

一
七
九
四

北
槎
聞
略

一
七
九
四

魯
西
亜
寄
語

一
七
九
八

類
聚
紅
毛
語
譯

引
呼

○�

―

○
ー

○
ー

促
呼

○
－

○
ツ

○
ツ

合
呼

□⃝⃝

□⃝⃝

□⃝⃝

　
B
群

一
七
九
二

魯
西
亜
語
類
天
理
本

一
七
九
六

魯
西
亜
辨
語

一
七
九
六

魯
西
亜
文
字
集

一
七
九
八

魯
西
亜
詞
記

一
八
〇
一

鎻
國
論

引
呼

○
ー

○�

―
○
ヘ

○�
―

○�

―

○
ー

促
呼

○
ツ

○
ツ

○
ツ

○
ツ

○
ツ

合
呼

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○
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A
・
B
両
群
で
用
い
ら
れ
た
表
記
の
方
式
は
、
漂
流
民
の
記
憶
す
る
ロ
シ
ア
語
を
い
か
に
片
仮
名
で
近
似
的
に
表
記
す
る
か
と
い
う
試

み
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
時
が
移
り
、
日
本
人
が
ロ
シ
ア
語
を
話
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
立
ち
至
っ
て
、
従
来
と
は
異
な
る
方
式

が
要
請
さ
れ
実
施
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
以
上
、
こ
う
し
た
流
れ
の
一
端
を
素
描
し
て
み
た
。

　

現
代
日
本
語
の
外
来
語
の
片
仮
名
表
記
が
確
立
す
る
以
前
に
、
様
々
な
試
み
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
事
実
と
い
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。

注（　

�

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
。
函
架
番
号
一
八
五
―
二
三
四
。
全
四
巻
四
冊
。
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
成
立
。
次
の
書
に
集
録
さ
れ
る
。（
イ
）

大
友
喜
作
編
、
北
門
叢
書
第
六
冊
『
北
槎
異
聞
・
北
邊
探
事
』
昭
和
十
九
年
、
北
光
書
房
。（
ロ
）
山
下
恒
夫
編
『
大
黒
屋
光
太
夫
史
料
集
』
第
二

巻
、
二
〇
〇
三
年
、
日
本
評
論
社
。（
ロ
）
に
は
巻
第
四
〈
魯
西
亜
語
〉
を
影
印
で
の
せ
る
。（
た
だ
し
文
字
の
あ
る
葉
の
み
。
な
い
場
合
は
省
略
。
）

し
か
し
な
が
ら
、（
イ
）
は
編
者
所
蔵
本
に
依
り
、
本
文
に
誤
字
が
多
く
、（
ロ
）
は
翻
刻
の
細
部
に
資
料
と
し
て
処
理
に
問
題
が
あ
り
、
影
印
で
も

片
仮
名
文
字
・
記
号
等
の
確
認
が
難
し
い
場
合
が
あ
り
、
注
意
を
要
す
る
。

（　

�〈『
北
槎
異
聞
』
巻
第
四
に
つ
い
て
―
―
序
論
と
片
仮
名
書
き
ロ
シ
ア
語
の
表
記
法
―
―
〉「
明
治
大
学
教
養
論
集
」
通
巻
五
七
二
号
、
二
〇
二
三
年

九
月
。
参
照
：
同
〈『
北
槎
異
聞
』
巻
第
四
〈
魯
西
亜
語
〉
片
仮
名
書
き
ロ
シ
ア
語
索
引
〉「
明
治
大
学
教
養
論
集
」
通
巻
五
六
七
号
、
二
〇
二
二
年

十
二
月
。

（　

�

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
。
全
二
十
四
冊
。
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
成
立
。
本
書
の
影
印
本
で
あ
る
次
の
書
を
適
宜
参
照
し
た
。
杉
本
つ
と

む
編
著
『『
北
槎
聞
略
』
―
影
印
・
解
題
・
索
引
』
早
稲
田
大
学
出
版
所
、
一
九
九
三
年
。
参
照
：
岩
井
憲
幸
〈『
北
槎
聞
略
』
巻
十
一
〈
言
語
〉
片

仮
名
ロ
シ
ア
語
索
引
〉「
明
治
大
学
教
養
論
集
」
通
巻
五
五
一
号
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
。

4　

�

前
稿
（
注
（
）
の
〈
片
仮
名
の
表
記
法
〉
の
節
の
末
を
参
照
せ
よ
。

5　

�

明
治
大
学
図
書
館
蘆
田
文
庫
所
蔵
。
函
架
番
号
〇
九
一
・
六
／
二
／
／
H
。
全
一
冊
。
参
照
：〈
前
野
良
沢
編
『
輿
地
圖
編
小
解
』（
翻
刻
）〉「
明
治
大

学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
」
第
四
十
九
冊
、
二
〇
〇
一
年
三
月
。
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6　

�

明
治
大
学
図
書
館
蘆
田
文
庫
所
蔵
。
函
架
番
号
二
九
〇
・
一
／
五
八
／
／
H
。
全
一
冊
。
参
照
：〈
桂
川
甫
周
訳
・
大
槻
玄
澤
校
『
新
製
地
毬
萬
國
圖

説
』（
翻
刻
）〉「
明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
」
第
五
十
一
冊
、
二
〇
〇
二
年
。

7　
�

国
立
国
会
図
書
館
白
井
文
庫
本
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
。
な
お
、
杉
本
つ
と
む
解
説
・
注
『
紅
毛
雑
話
・
蘭
説
弁
惑
』

（
八
坂
書
房
、
昭
和
四
七
年
）
も
参
考
と
し
た
。

8　

�
題
言
の
引
用
は
、
参
考
文
献
の
第
三
巻
（
昭
和
五
三
年
）
五
一
一
、五
〇
九
ペ
ー
ジ
の
写
真
に
よ
る
。

9　

�

杉
本
つ
と
む
編
著
『
蛮
語
箋
』
皓
星
社
、
二
〇
〇
〇
年
。

（0　

�

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
。
函
架
番
号
一
八
五
―
二
七
一
。
全
一
冊
。

（（　

�

松
村
明
〈
幕
末
期
ロ
シ
ア
語
学
習
書
に
つ
い
て
の
覚
書
〉「
文
学
・
語
学
」
第
三
十
三
号
、
昭
和
三
十
九
年
九
月
。（
の
ち
『
洋
学
資
料
と
近
代
日
本

語
の
研
究
』
東
京
堂
出
版
、
昭
和
四
五
年
、
所
収
。
）
山
下
恒
夫
編
『
大
黒
屋
光
太
夫
史
料
集
』
第
二
巻
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
二
年
）〈
解
題
〉

中
〈
寛
政
五
年
神
昌
丸
二
漂
民
両
目
付
吟
味
録
〉
の
節
末
尾
。

（（　

�

天
理
図
書
館
所
蔵
。
函
架
番
号
〇
八
一
・
イ
五
三
・
八
―
一
―
二
六
。
影
印
は
河
合
忠
信
編
校
『
魯
西
亞
語
類
』
私
家
版
、
昭
和
六
十
年
。
翻
刻
は
石

川
真
弘
・
大
内
田
貞
郎
・
金
子
和
正
・
木
村
三
四
吾
〈
業
餘
稿
叢
六　

魯
西
亞
語
類
〉
天
理
図
書
館
報
「
ビ
ブ
リ
ア
」
四
五
号
、
昭
和
四
五
年
六
月
。

参
照
：
岩
井
憲
幸
〈
天
理
図
書
館
蔵
『
魯
西
亜
語
類
』
に
つ
い
て
―
―
そ
の
写
本
系
統
上
の
位
置
と
特
徴
―
―
〉「
明
治
大
学
教
養
論
集
」
通
巻

二
四
七
号
、
一
九
九
二
年
三
月
。
同
〈『
魯
西
亞
語
類
』
本
文
露
和
索
引
〉「
明
治
大
学
教
養
論
集
」
通
巻
四
四
三
号
、
二
〇
〇
九
年
一
月
。

（（　

�

鷹
見
泉
石
旧
蔵
。
資
料
番
号
B
一
一
。
全
一
冊
。
参
照
：
岩
井
憲
幸
〈
鷹
見
泉
石
旧
蔵
ロ
シ
ア
語
関
係
資
料
若
干
に
つ
い
て
の
覚
書
〉
古
河
歴
史
博

物
館
紀
要
「
泉
石
」
第
一
号
、
一
九
九
〇
年
十
一
月
。
同
〈
古
河
歴
史
博
物
館
蔵
『
魯
西
亜
言
語
集
』
の
特
徴
と
価
値
〉「
明
治
大
学
教
養
論
集
」
通

巻
五
四
九
号
、
二
〇
二
〇
年
九
月
。

（4　

�

洋
学
文
庫
所
蔵
。
函
架
番
号
、
文
庫
八
・
C
八
四
二
。
勝
俣
詮
吉
郎
旧
蔵
。
参
照
：
岩
井
憲
幸
〈『
魯
西
亜
語
覚
書
』
に
つ
い
て
〉「
早
稲
田
大
学
図

書
館
紀
要
」
第
十
七
号
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
。
本
書
を
、
光
太
夫
の
自
筆
本
と
す
る
む
き
が
あ
る
が
誤
り
。

（5　

�

注
（（
岩
井
六
〇
、五
九
ペ
ー
ジ
写
真
参
照
。

（6　

�

泉
石
は
レ
ザ
ノ
フ
が
も
た
ら
し
た
「
ロ
シ
ア
帝
国
図
」
を
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
写
し
て
い
る
が
、
本
体
は
む
ろ
ん
、
他
人
で
は
省
略
さ
れ
る

の
が
普
通
だ
っ
た
カ
ル
ト
ゥ
ー
シ
ュ
付
近
の
細
か
い
図
柄
ま
で
精
密
に
写
し
と
っ
て
い
る
。（「
魯
西
亜
国
地
図
」
H
八
九
二
。
）
ロ
シ
ア
語
に
関
す

る
も
の
で
は
、
ロ
シ
ア
の
習
字
帖
を
写
し
た
も
の
が
あ
り
、
タ
イ
ト
ル
ペ
ー
ジ
で
は
標
題
と
こ
れ
を
と
り
ま
く
図
柄
が
細
密
に
透
写
さ
れ
て
い
る
。
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（「
魯
西
亜
国
字
学
」
B
二
一
〇
）。
影
印
は
次
を
見
よ
。
岩
井
憲
幸
〈
文
化
一
〇
年
、
鷹
見
泉
石
写
『
魯
西
亜
國
字
學
』〉「
明
治
大
学
教
養
論
集
」
通

巻
五
〇
〇
号
、
二
〇
一
四
年
九
月
。

（7　
�

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
。
函
架
番
号
二
〇
七
―
四
四
七
。
二
冊
。
影
印
は
亀
井
高
孝
・
村
山
七
郎
・
中
村
喜
和
編
著
『
魯
西
亜
辨
語
』
近
藤

出
版
社
、
昭
和
四
十
七
年
。

（8　

�

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
。
函
架
番
号
二
〇
七
―
四
四
八
。
一
冊
。
影
印
は
亀
井
高
孝
・
村
山
七
郎
編
著
『
魯
西
亜
文
字
集
』
吉
川
弘
文
館
、

昭
和
四
十
二
年
。

（9　

�

鈴
鹿
市
所
蔵
。
一
冊
。
影
印
は
次
の
小
文
中
に
掲
載
。
岩
井
憲
幸
〈
大
黒
屋
光
太
夫
・
小
市
・
磯
吉
に
関
す
る
資
料
の
研
究
〉「
明
治
大
学
人
文
科
学

研
究
所
紀
要
」
第
六
八
冊
、
二
〇
一
一
年
三
月
。
参
照
：
岩
井
憲
幸
〈
鈴
鹿
市
所
蔵
『
魯
西
亜
詞
記
』
翻
刻
〉「
明
治
大
学
教
養
論
集
」
通
巻
四
五
七

号
、
二
〇
一
〇
年
九
月
。
同
〈
鈴
鹿
市
所
蔵
『
魯
西
亜
詞
記
』
語
彙
集
部
分
に
つ
い
て
〉
同
上
通
巻
五
四
四
号
、
二
〇
一
九
年
十
二
月
。

（0　

�

杉
本
つ
と
む
『
志
筑
忠
雄
訳
『
鎖
国
論
』
―
―
影
印
翻
刻
・
校
註
―
―
』
八
坂
書
房
、
二
〇
一
五
年
。

（（　

�

市
立
函
館
図
書
館
所
蔵
。
函
架
番
号
〇
〇
八
八
〇
・
〇
八
二
・
三
〇
〇
一
。
一
冊
。
参
照
：
注
（（
松
村
明
。
岩
井
憲
幸
〈
市
立
函
館
図
書
館
蔵
『

松
前

幽
囚

ゴ

ロ
ウ
ニ
ン
口
述
露
語
控
』
―
附
翻
刻
―
〉「
明
治
大
学
教
養
論
集
」
通
巻
二
三
七
号
、
一
九
九
一
年
三
月
。

（（　

�

前
注
（（
岩
井
論
文
中
、
前
置
き
の
最
終
条
を
誤
っ
て
解
釈
し
た
。
今
訂
正
す
る
。

（（　

�

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
ら
が
拿
捕
さ
れ
、
箱
館
奉
行
所
に
囚
え
ら
れ
た
。
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
に
釈
放
さ
れ
る
ま
で
、
箱
館
奉

行
所
の
村
上
貞
助
ら
、
さ
ら
に
江
戸
か
ら
派
遣
さ
れ
た
馬
場
佐
十
郎
ら
は
、
ロ
シ
ア
人
に
直
接
ロ
シ
ア
語
を
教
授
さ
れ
る
機
会
を
得
た
。
こ
の
機
会

が
日
本
の
ロ
シ
ア
学
の
水
準
を
急
激
に
上
昇
さ
せ
た
。
一
大
転
期
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
語
の
教
授
は
ム
ー
ル
が
熱
心
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

参
照
：
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
著
、
井
上
満
訳
『
日
本
幽
囚
記
』
上
・
中
・
下
、
岩
波
書
店
、
昭
和
二
一
年
。
日
本
ロ
シ
ア
文
学
会
編
『
日
本
人
と
ロ
シ
ア
語

―
―
ロ
シ
ア
語
教
育
の
歴
史
』
ナ
ウ
カ
、
二
〇
〇
〇
年
。

参
考
文
献

杉
本
つ
と
む
『
江
戸
時
代
蘭
語
学
の
成
立
と
そ
の
展
開
』
Ⅰ
～
Ⅴ
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
昭
和
五
一
年
―
五
七
年
。

（
い
わ
い
・
の
り
ゆ
き　

名
誉
教
授
）


